
栃木県市町概要 

 

 

■町花 ききょう 
市町類型 ４－１ R2年国調人口 １１，８９１人 

財政力指数（R 元～R3 平均） ０．３８４ 
住民基本台帳 

（R4.3.31） 

人口 １２，０３２人 

職員数（R4.4.1） １３７人 世帯数 ４，９４７世帯 

職員 1人当り人口 ８８人 面積（㎢） １７２．６９ 
 

■町木 けやき 

■町鳥 うぐいす 

■沿革 

 旧茂木町は建久３年（１１９２）源頼朝の役家であった八田三郎知基が桔梗城を築いたことに始まる。明治時代に合

併等を繰り返し茂木町となり、昭和２９年８月１日、逆川村、須藤村、中川村と合併して町制を施行し、今年で６８年目を

迎える。 

■地勢 

 県の南東部に位置し県境の八溝山系の中に位置する。南東は茨城県笠間市、城里町、常陸大宮市に、北は那須烏

山市に、西は益子町、市貝町に接している。東西１２ｋｍ、南北２７ｋｍ、総面積１７２．６９平方ｋｍと南北に細長い町

で、標高１５０ｍ～２００ｍの山が総面積の２／３を占める中山間地帯である。県都宇都宮市から 31ｋｍ、東京都心から

100ｋｍ圏に位置する地理的優位性に加え、里山や棚田に代表される豊かな自然、城下町の面影を残す市街地、北部

に流れる関東随一の清流那珂川など、四季折々の風景を見ることができる。 

■観光 

 茂木町の特産品を用いた加工品やグルメ・新鮮野菜等を販売する「道の駅もてぎ」をはじめ、世界の茂木として知ら

れる「モビリティリゾートもてぎ（旧：ツインリンクもてぎ）」、晩秋から初冬にかけ幻想的な風景を生み出す「鎌倉山の雲

海」、彼岸花やミツマタに代表される花の群生地など、魅力ある観光資源に恵まれている。 

 新たな観光資源として、戦争に翻弄され世に出ることなく消えた幻の鉄路、未成線「長倉線」をテーマに遺構をたどる

「未成線ツアー」を開始し、注目を浴びている。 

■産業 

農業： 

中山間地域の特色を活かした「しいたけ」や「こんにゃく」、「ニラ」が基幹農産物となっており、近年では、中山間地域

における農業のモデルとして完熟イチゴにも力を入れている。 

そのほか、有機物リサイクルセンター「美土里館」での堆肥を核とした環境にやさしい循環型農業の推進を図ると共

に農産物のブランド化にも取り組んでいる。 

また、里山や農村景観など豊かな自然資源を活用し、特色ある「地域づくり」や各種オーナー制度、農村レストラン、

農産物直売所などを通して、農業体験型の観光や都市農村交流を推進している。 

工業： 

縫製、弱電機器等の中小零細工業の割合が多い。また、モビリティリゾートもてぎ関連の事業所も進出している。 

商業： 

年間販売額が年々減少傾向にあり、中心市街地の空き店舗が増え衰退が著しい。近年、中心市街地拠点施設 

「ふみの森もてぎ」を中心とした、にぎわい市を開催することにより、市街地の活性化に向けた取り組みを進めている。 

公式サイト  URL https://www.town.motegi.tochigi.jp/. 

https://www.town.motegi.tochigi.jp/


 

■その他特徴のある事項 

世界有数の大型スポーツレクリエーション施設「モビリティリゾートもてぎ（旧：ツインリンクもてぎ）」では、オープン 

以来数多くのビックレースやイベント等が開催されている。モビリティリゾートもてぎの国際性や集客力、情報発信力を

利用することにより、本町のイメージアップを図るとともに周辺の拠点整備を進めている。 

 市街部の城山公園の桜や彼岸花、逆川地区のミツマタ群生地など四季折々の花々や景色を楽しめるハイキングの

ほか、町内を散策する「もてぎ里山ウォーク大会」には、町民の参加も多く、健康増進にも一役買っている。 

 令和 3 年度から、県立茂木高校内に公営塾を開設し、茂木高校の魅力向上に努めている。小学校から高等学校ま

で一貫して町内で教育を受けられることが町の魅力の一つとなっている。 

 町と栃木労働局が協定を締結し、職業相談及び就職紹介を行う「茂木ジョブセンター」を役場敷地内にて運営してい

る。年間利用者は 2,082件（延べ）で、就労促進が図られている。 

■施政方針 

令和４年度は、まずは引き続きコロナ対策に傾注し、感染防止と感染者へのケアに取り組んでいきます。そして町の

最重要課題である、人口減少問題の解決に向け、「中学校への公営塾の開設」「特定地域づくり事業協同組合設立」

「ケーブルネットワーク光化整備」そして「観光施設整備による交流人口・関係人口の増加」等の各事業に取り組んでい

きます。摩擦を恐れることなく多様で建設的な議論を重ね、確実に事業を遂行し、子どもからお年寄りまでが「安全・安

心」な暮らしができ、誇りを持てる町を目指します。 

■重要事業 

事業名 予算額（千円） 事業の概要 

生活道路改良推進事業 ２５５，１２０ 
町道８路線の改良舗装・舗装補修・側溝整備・設

計、橋梁長寿命化修繕 等 

定住促進事業 ３９，４４４ 
もてぎ暮らしサポートセンター運営事業、宅地分譲

事業、空き家活用定住促進事業 等 

環境立町推進事業 ７２，６０９ 
美土里館管理運営事業、ＢＤＦ製造事業、竹粉生

産事業、環境保全推進事業 等 

子育て支援事業 ５２０，０９９ 
児童手当、こども医療費助成、私立保育園・認定こ

ども園運営、出産・入学祝金 等 

健康長寿のまちづくり推進事業 ２５２，９８７ 
配食サービス、地域支援事業、健康の日プロジェク

ト事業、休日当番医 等 

教育環境支援事業 ３１４，８７８ 
中学校魅力化事業、校務支援システム導入事業、

学校給食センター調理機器更新事業 等 

雇用創出事業 １３７，８２１ 
新規就農者支援事業、農業次世代人材投資事業、

小規模事業者持続化事業 等 

観光推進事業 ７８，４４２   
北部観光開発事業、もてぎニューツーリズム設立・

運営事業、道の駅もてぎリニューアル事業 等 
 

■地域指定の状況について 

・平成 6年度国土庁「水の郷」に認定 

・過疎地域、山村振興地域（旧逆川村）、中山間地域、辺地 

・平成 11年度農林水産省「日本の棚田百選」に「石畑の棚田」が 選定 

・平成 26年度「全国モデル道の駅」に道の駅もてぎが選定 

・平成 27年度「地域再生計画」に茂木町が認定 

・平成 28年度「地域再生計画」に茂木町が変更認定 


